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通巻119号／1996.3.20 定価100円

自衛隊の海外派兵を食い止め、大囁軍縮を！

米軍基地を撤去しよう！

反核運動を継統し、核廃絶を！

憲法9条を世界に！

市民による平和政策を提起しよう！

草の根の国際共同作業を進めよう！

、冶ふ9 ~: 9 99, ウ- l皿‘—公ク⇒ る槃 ： ヽん乞 99999 999999 99999 99999 9999 9999 l99'’ ~ ・-・ 

沖縄から■基地撤去の流れは止まらない
誰のための安全保障か■96年度防衛予算案
市民の軍縮提案■湘漠［条項」守れば在日米軍は

1万人以下に
湯布院に米軍はいらない／低空飛行アンケート／朗読「パパ・ママ・バイパイ」
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有
銘
政
夫
（
沖
縄
）

●維持会員（月額） ●参加会員（月額） ●通信会員（年額）

個人1口1000円 個人1口 500円 3000円

団体1口2000円 団体1口1000円
〈会費は本誌購読料を含みます〉

脱軍備ネットワーク

キャッチピース
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四＆axu和

じ€匹
核も原発も基地いらない

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
の
非
核
の
意
識
を
最
初
に

高
め
た
の
は
バ
タ
ー
ン
原
発
に
反
対
す
る
運
動

で
し
た
。
）
原
発
は
マ
ル
コ
ス
独
裁
政
権
が
建
設

し
運
転
を
開
始
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。
し

か
し
人
々
を
動
員
し
、
世
論
を
巻
き
起
こ
し
た

こ
と
で
運
転
は
止
ま
り
、
今
で
は
も
う
そ
れ
は

核
施
設
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
最
終
的
に

私
た
ち
の
反
核
運
動
の
力
が
試
さ
れ
た
の
は
米

軍
基
地
撤
去
運
動
に
お
い
て
の
こ
と
で
し
た
。

ea  

非
核
憲
法
か
ら
米
軍
基
地
撤
去
へ

ロ
ー
ラ
ン
ド
・
シ
ン
フ
ラ
ン

フィリピン大学教授。非核フィリピン連合議長。バターン原

発の運転を阻止し、米軍基地撤去を実現したフィリビンの反

核・反基地運動のリーダー。基地返速運動に際しては返還後

の躍用計画を作成するなど重要な役割を果たした。
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1988年6月18日第三種蜀便物認可（通誉119号）

• •-3 月 1 日は、 1 9 5 4年にマー． 
：シャル群島ビキニ環礁で行なわれたア

：メリカの核実験で第五福竜丸をはじめ

：多くの被爆者を生んだ「ピキニデー」． ． ●であり、同時に大国の支配から脱却し
●核のない平和な太平洋をつくりだそう． 
：と人々が宣言した「反核独立太平洋の

：日」でもある。

； •-世界中から沸き上がった「反対」
●の声を無視して強行されたフランスや． 
：中国の核実験。国内にあっても高速増

：蜘もんじゅが事故を起こし、原潜や

：困因這船の入港フリーパスの米軍基． 
●地の存在が続く。アジア諸国への原発． 
●輪出問題もクローズアップされてきた。

；私たちを取りまく核状況は依然として

：改善されていない。

： •-去る 3 月 2 日、 3 日の両日、東京・． 
●江戸東京博物館において、 4人の海外

；ゲストを招いて「非核アジア太平洋

：フォーラム」が40余団体、 250余個人

：の賛同参加を得て開催された。以下は、． 
●フィリピンのローランド・シンブラン． 
：さんと沖縄の有銘政夫さんの全体会、

：分科会でのお話を編集部の責任でまと

：めたものである。 （文責：山中悦子）

No.40 

私たちの
未来は
私たちの
手で

1996.3.20 月刊キャッチピース

裁かれるべき

月刊キャッチピース

I アピール ］ 

は国
沖縄「代理署名」訴訟
不当判決に抗議する

No.40 

1996.3.25キャッチピース

本日 3月25日、福岡高裁那覇支部は、米

軍用地強制使用のための「代理署名」を沖縄

県知事に求める職務執行命令訴訟で国側勝訴

の判決をくだしました。私たちは沖縄県民の

願いに背を向けるこの不当な判決に強く抗議

します。

昨年12月7日の提訴以来、沖縄県と県民

は、国の言う「日米安保の公益性」が問い直

され、基地の重圧のもとで侵害されつづけて

きた人々の平和的生存権が回復されることを

願って、実質的審理を求めてきました。大田

県知事は3月11日の最終陳述で「決して過

大ではなく、憲法にてらして当たり前のこと

を訴えているだけだ」と語りました。

しかしどうでしょうか。国側は、沖縄の歴

史や基地の被害については一切ふれず、日米

安保条約の「高度な公益性」をくりかえすば

かりでした。裁判所は、契約拒否地主本人の

補助参加や証人申請をすべて却下し、形式的

議論に終始する訴訟指揮を行ってきました。

50年の悲しみと苦難を背に、「歴史に耐え

うる裁判を」と訴えてきた沖縄の人々の心は

はねつけられたのです。わずか4ヶ月、 4回

の審理で下された今回の判決は、裁判所が三

権分立をみずから投げだし、行政の圧力の前

に屈した「法の番人」の自殺行為として長く

歴史に記録されることになるでしょう。

この裁判の真実の意味は、沖縄が原告と

なって日米政府を訴えたことでした。裁かれ

1996.3.20 

るべきは、代理署名を拒否した知事ではな

く、外国基地という暴力装置を沖縄の人々に

押しつけてきた国＝歴代政権です。本日の判

決は、この点において政府の側に一片の道理

もないことを逆に証明しています。

沖縄の人々は、この不当判決をはねのけて

基地のない郷土へと戦いをさらに進めるで

しょう。私たちも、沖縄の人々に連帯し、そ

れぞれの町で、地域で、日米安保の意味を問

い、不公正を暴き、基地を撤去するための運

動を一層強化していくことを宣言します。

このアピールを福岡高裁と内閣総理大臣に

抗議の意思をこめて送ります。また、連帯と

激励の思いをこめて、大田沖縄県知事のもと

に届けます。

UNlltD STATES FORCES輝 F雌jry
UNKOTHORIZEO ENTRY PROHIBlTEO ANO 
MIS幽LE』YJAPANESELA川

在日米軍施設
可なき立入は日本国法令
に依リ凱罰太れス

1988年6月18日第三種郵便物認可（通養119号）
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一
九
九
一
年
九
月
一
六
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
上
院
は

こ
の
後
一

0
間
の
米
軍
の
駐
留
を
決
め
る
基
地
協

定
を
却
下
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
フ
ィ
リ
ビ
ン
国
民

に
と
っ
て
長
年
の
夢
で
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ス

ペ
イ
ン
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
と
四
七

0
年
間
外
国

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
、
つ
ま
り
軍
事
的
存
在
と
共
に
あ

り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
れ
を
廃
す
る
こ
と
を
権
利

行
使
と
は
考
え
ず
、
道
徳
的
義
務
で
あ
る
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。．
 

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
は
、
最
初
に
ア
メ
リ
カ
が
占

領
し
て
き
た
時
の
過
程
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
時
四

0
万
人
以
上
の
フ
ィ
リ
ビ
ン
の
愛

国
者
た
ち
が
彼
ら
に
抵
抗
し
ま
し
た
が
そ
の
多
く

が
殺
さ
れ
た
の
で
す
。
外
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
続

く
中
で
外
国
軍
に
対
す
る
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
（
抵
抗

運
動
）
は
政
府
の
内
外
を
問
わ
ず
存
在
し
続
け
て

き
ま
し
た
。
だ
か
ら
一
九
九
一
年
の
基
地
存
続
の

協
定
の
批
准
拒
否
に
は
あ
ら
ゆ
る
人
々
、
あ
ら
ゆ

る
組
織
、
宗
教
、
女
性
、
先
住
民
な
ど
の
参
加
、
支

持
が
あ
っ
た
の
で
す
。

突
破
口
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
七
年
の
非
核

憲
法
で
す
。
こ
れ
は
エ
ド
サ
革
命
後
ア
キ
ノ
大
統

領
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
五

0
人
の
人
間
の
草
案

に
な
る
も
の
で
、
二
五

0
0万
の
投
票
権
の
う
ち

七
六
％
の
得
票
率
の
も
と
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

憲
法
に
は
こ
う
あ
り
ま
す
。
「
フ
ィ
リ
ビ
ン
は
国

労
働
組
合
、
学
生
組
織
、
ロ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プ
な

ど
―
二
八
の
団
体
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
経
験
か

ら
私
が
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、
地
域
の
反
対

運
動
の
成
長
が
国
民
的
つ
ま
り
国
家
的
基
地
反
対

の
声
に
な
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
国

家
レ
ベ
ル
の
反
対
運
動
の
高
揚
は
地
域
レ
ベ
ル
で

ど
れ
だ
け
強
い
反
対
運
動
の
高
揚
が
あ
る
か
に
か

か
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
）

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
は
基
地
及
び
核
兵
器
の
問
題

を
解
決
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
軍
事
基

地
、
核
兵
器
、
そ
し
て
原
発
は
も
う
な
い
の
で
す
。
）

因
み
に
こ
れ
ら
の
も
の
は
す
べ
て
マ
ル
コ
ス
政

権
下
で
国
民
の
意
思
を
問
う
こ
と
な
し
に
生
ま
れ

た
も
の
で
す
二
国
民
的
利
益
の
た
め
に
必
要
と
い

わ
れ
た
が
、
結
果
は
地
域
住
民
に
犠
牲
を
強
い
る

も
の
だ
っ
た
。
地
域
の
安
全
が
確
保
出
来
な
い

時
、
国
家
の
利
益
、
安
全
を
語
る
こ
と
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

．
 

基
地
に
反
対
す
る
私
た
ち
の
運
動
は
代
替
案
を

提
示
し
、
こ
の
代
替
の
ほ
う
が
現
状
の
ま
ま
よ
り

人
々
に
と
っ
て
利
益
が
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
人
々
の
参
加
を
実
現
し
し

て
い
ま
す
。
ス
ー
ビ
ッ
ク
基
地
の
跡
地
利
用
の
こ

と
で
す
が
、
今
そ
こ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
っ
と
も

経
済
成
長
率
の
高
い
区
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。
基

地
が
あ
っ
た
当
時
よ
り
雇
用
も
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
よ
り
大
き
い
労
働
需
要
を
創
出

し
て
い
る
の
で
す
。
こ
こ
は
新
し
い
ホ
ン

コ
ン
と
呼
ば
れ
こ
の
秋
に
は

A
P
E
C
の

開
催
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。．
 

米
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
撤
退
し
て
四

年
経
ち
ま
し
た
゜
私
た
ち
は
今
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
日
本
の
人
々
、

特
に
沖
縄
の
人
々
に
私
た
ち
の
経
験
を
是

非
み
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
米

軍
基
地
が
な
い
こ
と
の
恩
恵
の
大
き
さ
を

見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
つ
て
私
は
大
田
沖
縄
県
知
事
に
米
軍

基
地
撤
去
に
向
け
て
の
提
案
を
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
知
事
は
大
変
関
心

を
示
し
、
資
料
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
資
料
を
送
付

す
る
際
、
是
非
一
度
ご
自
身
の
目
で
ス
ー

ビ
ッ
ク
を
御
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
と
申

し
上
げ
ま
し
た
。
す
る
と
驚
い
た
こ
と
に

知
事
は
県
の
関
係
者
共
々
四

0
余
名
で

や
っ
て
き
て
し
つ
か
り
視
察
し
て
帰
ら
れ

ま
し
た
。
現
在
の
沖
縄
の
動
き
に
そ
の
時
＾

の
こ
と
が
役
立
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

◆

◆

第2分科会「地域自立をはばむ基地と原発」にはキャッチピースからコーディネーターとして田巻一彦、ス
ピーカーとして山中悦子の両名が参加。ゲストは、ローランド・シンブラン（フィリピン／非核フィリピ
ン運合）、ミレ・ラクスミアリ・プリヨンゴ（インドネシア／国会議員）、大下由宮子（青森・核燃サイク
ル阻止一万人訴訟原告団）、有銘政夫（沖縄・沖縄軍用地違憲訴訟支援県民共闘会議）。
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益
に
即
し
、
領
土
内
に
お
け
る
す
べ
て
の
核
兵
器

を
撤
廃
す
る
政
策
を
適
用
し
そ
れ
を
追
及
す
る

（
二
条
八
項
）
」
。

こ
の
憲
法
を
支
持
す
る
フ
ィ
リ
ビ
ン
国
民
は
、

政
府
は
核
非
武
装
化
や
核
軍
縮
を
口
先
だ
け
で
訴

え
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
主
張
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
一
九
九
一
年
―
一
月
二
七
日
、
平
和
、
自

由
、
中
立
を
う
た
う
「
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
宣
言
」

に
調
印
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
平
和
と
安
全
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
す
べ
て
の
国
際
的
な
対
立

ゃ
璽
の
地
域
を
少
な
く
し
て
い
く
こ
と
に
つ
と

め
る
と
宣
言
し
ま
し
た
。
ま
た

N
P
T
の
推
進
に

も
ア
ク
テ
ィ
プ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。．
 

し
か
し
、
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
の
後
の
こ
の
時
点

で
A
S
E
A
N地
域
の
非
核
化
実
現
に
と
っ
て
の

唯
一
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
の
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
自

身
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
米
軍

基
地
が
存
在
す
る
か
ら
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
核
の

存
在
を
否
定
も
肯
定
も
し
な
い
政
策
を
と
っ
て
い

ま
す
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
は
ア
メ
リ
カ
の
基
地

が
存
在
す
る
以
上
核
兵
器
の
輸
送
、
貯
蔵
が
フ
ィ

リ
ビ
ン
国
内
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
当
然
と
考
え

ま
し
た
。

バ
タ
ー
ン
原
発
反
対
運
動
は
、
国
民
の
非
核
意

識
を
高
め
ま
し
た
。
核
兵
器
の
危
険
性
、
基
地
の

危
険
性
を
訴
え
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
、

私
は
一
九
九

0
年
以
来
N
F
P
C
（
非
核
フ
ィ

リ
ピ
ン
連
合
）
を
率
い
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
は

地
域
か
ら

運
動
を

月刊キャッチピース

核
問
題
は
環
境
問
題
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
す
べ
て
の

人
々
に
と
っ
て
の
心
配
事
、
懸
念
と
な
り
ま
し

た
。
州
も
市
町
村
も
次
々
に
非
核
地
帯
を
宣
言
し

ま
し
た
。
マ
ニ
ラ
市
ま
で
も
が
非
核
都
市
の
ひ
と

つ
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
学
校
、
工
場
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
非
核

化
が
い
わ
れ
、
道
徳
的
に
も
法
的
に
も
中
央
政
府

に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
い
き
ま
し
た
。
広
範

な
国
民
の
運
動
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
う
し
た
中

で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
非
核
化
を
妨
げ
る
存
在
と
し
て

の
米
軍
基
地
の
撤
去
運
動
は
盛
り
上
が
り
、
と
う

と
う
上
院
の
決
定
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
憲
法
上

の
義
務
を
果
た
し
た
こ
と
で
友
好
、
協
力
、
安
保

条
約
と
い
う
名
前
で
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
た
現

実
、
米
軍
基
地
に
よ
る
非
核
の
妨
げ
を
放
棄
し
た

の
で
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
と
っ
て
一
九
八
七
年
の
非
核
条

項
は
小
さ
な
一
歩
で
し
た
が
、
結
局
大
き
な
成
果

を
得
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
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今年1月、沖縄県は「基地返還アクショ

ンプログラム（素案）」を発表、政府に提出

した。 20 I 5年を目標に、計画的・段階

的に基地の返還を目指していく計画であ

る o 2 0 I 5年は、九に年度から県が検討

してきた、 21世紀に向けた沖縄のグラン

ドデザイン、「国際都市形成整備構想」の目

標年次である。「構想」は沖縄を地理的・歴

史的特質を生かしてアジア太平洋との経

済・文化交流の拠点となる国際都市へと発

展させることをめざしている。この構想の

実現のためには、県土の20バーセントを

しめる米軍基地の存在が大きな障害にな

る。

「アクションプログラム」では、「構想」

との関連や、市町村の跡地利用計画の煮詰

まり具合などを考慮して米軍基地の返還を

3段階に区分、 20年で基地をゼロにする

計画だ。吉元政矩副知事は「社会新報」 (3

月 I2日）のインタビューの中で次のよう

に話している。「いま、即時無条件全面返

還、安保廃棄をいっているのではない。 2

0年という期間を置いた。政府が「わかっ

た」というのなら、沖縄の位置づけを国と

してまず、やってほしい」。

20年で基地を〇に
沖縄県のアクションプログラム

駆濾．，， ,>□ 国 I技場Rf・ ＼ 
i三二島芸臣竺9:口ミ̀ 言／I
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「

私

の

古

里

は

お

墓

ま

で

も

が

移

動

さ

せ

ら

れ

、

学

校

区

ご

と

嘉

手

納

基

地

に

囲

い

込

ま

れ

た

。

戦

後

五

十

年

間

一

度

も

帰

っ

て

い

な

い

」

全

体

会

で

有

銘

さ

ん

は

こ

う

話

し

始

め

た

；

そ

し

て

、

基

地

内

の

地

主

の

一

人

真

栄

城

玄

徳

さ

ん

が

作

成

し

た

と

い

う

旧

越

来

村

の

復

元

図

を

示

し

、

米

軍

基

地

が

な

か

っ

た

な

ら

営

ま

れ

て

い

る

は

ず

だ

っ

た

個

人

個

人

の

生

活

を

我

々

に

思

い

描

か

せ

碁

地

を

実

感

さ

せ

た

。

＞

「

現

在

米

軍

基

地

に

な

っ

て

い

る

土

地

に

戦

前

住

ん

で

い

た

私

た

ち

住

民

は

、

厳

密

に

言

え

ば

戦

後

五

0

年

経

っ

た

現

在

も

な

お

戦

争

難

民

な

の

で

す

」

と

い

う

言

葉

は

聞

く

者

の

胸

に

迫

っ

た

）

有

銘

さ

ん

た

ち

の

土

地

は

、

復

帰

後

「

公

用

地

暫

定

使

用

法

」

、

さ

ら

に

は

「

地

籍

明

確

化

法

」

の

も

と

日

本

政

府

に

よ

り

米

軍

に

提

供

さ

れ

続

け

て

き

た

；

；

そ

し

て

こ

の

間

契

約

に

応

じ

な

か

っ

た

地

主

の

土

地

は

「

米

軍

用

地

特

措

法

」

に

よ

っ

て

米

軍

の

強

制

使

用

と

な

っ

て

い

る

’

J

以

下

お

話

の

要

点

で

あ

る

，

米

軍

基

地

は

沖

縄

本

島

の

二

0

％

の

面

積

を

占

め

て

い

ま

す

。

そ

の

内

訳

は
、
国
有
地
―
―
―
―
―
-
%
、
県
有
地
―
―
-
•
三
％
、
市
町

村

有

地

三

（

）

％

、

民

有

地

三

二

％

で

す

。

国

有

地

が

か

な

り

あ

る

よ

う

に

み

え

ま

す

が

、

そ

こ

は

か

っ

て

琉

球

王

朝

の

土

地

だ

っ

た

所

、

琉

球

王

朝

が

日

本

に

組

み

込

ま

れ

た

時

に

国

有

林

と

さ

れ

た

所

で

そ

の

ほ

と

ん

ど

は

北

部

に

あ

り

演

習

場

に

な

っ

も
う
我
慢
の
限
界

沖
縄
の
平
和
転
換
の
た
め
に

た
た
か
う

有
銘
政
夫

‘ 

、ゲ t富グ 9 9 99_,-・99●9 吹 999 9 9999 99 9一'
小学校教諭を経て沖教組中頭支部の書記長、委員長

を歴任。軍用地契約を拒否する反戟地主c現在沖縄

軍用地違憲訴訟支援県民共闘会議議長。

返還の期間 ＇施設数

：年→）

1 第2期

I (2002年～
2010年）

10 一①那覇港湾施設 ②普天間飛行場 ③工兵隊事務所 ④キャンプ桑江（施 I 

設一部） ⑤知花サイト ⑥読谷補助飛行湯 ⑦天願桟橋⑧ギンバル訓II 
練場 ⑨金武プルービーチ訓練場⑩奥間レストセンター ， 

I①牧港補給地区 ②キャンプ瑞慶覧 ③キャンプ桑江 ④泡瀬通信施設 I 
I⑤楚辺通信所 ⑥トリイ通信施設⑦瀬名波通信施設 ⑧辺野古弾薬庫 ＼ 

'⑨慶佐次通信所 ⑩キャンプ・コートニー ⑪キャンプ・マクトリアス 1 

⑫八重岳通信所 ⑬安波訓練湯 ⑭北部訓練場 ， 

①嘉手納飛行場 ②嘉手納弾薬庫地区 ③キャンプシールズ ④陸軍貯油 I 

一l施設 ⑤キャンプ・シュワプ ⑥キャンプ・ハンセン ⑦伊江烏補助飛行 I 
l場 ⑧金武レッドビーチ訓練場 ⑨ホワイトビーチ地区 ⑩浮原島訓練場 ： 
I⑪津堅島訓練場 ⑫鳥島射爆撃場 ⑬出砂島射爆撃場 ⑭久米烏射爆撃場 l 
I⑮黄尾嶼射爆撃場 ⑮赤尾嶼射爆撃場 ⑰沖大東射爆撃場 i 

_ 1 

施設名

1 第3期 I
I <2011年～ ！ 
I 2015年） I 

□ I※本県に所在する米軍施設数は40樟設であるがキャンプ桑江が、部分的に第 1期と第2期に分かれるた
＼ぬ延べ施設数としては41綸設となる。
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て

い

ま

す

。

一

方

基

地

の

集

中

す

る

中

部

に

限

っ

て

見

て

み

ま

す

と

、

私

有

地

七

六

％

、

市

町

村

地

一

七

％

、

県

有

地

0

・

ニ

％

と

な

っ

て

い

ま

す

。

国

有

地

は

七

％

に

し

か

過

ぎ

ま

せ

ん

。

中

部

市

街

地

、

つ

ま

り

人

口

密

集

地

帯

の

都

市

に

占

め

る

基

地

の

面

積

の

割

合

は

、

嘉

手

納

町

で

実

に

八

〇

％

、

沖

縄

市

で

三

0

%

、

宜

野

湾

市

で

四

三

％

で

す

。

こ

れ

ら

米

軍

基

地

の

あ

る

所

は

、

平

坦

で

地

な

ら

し

し

や

す

か

っ

た

所

、

便

利

な

所

だ

っ

た

か

ら

戦

争

中

基

地

と

し

て

使

わ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

の

で

す

。

そ

う

し

た

場

所

を

基

地

に

奪

わ

れ

た

嘉

手

納

町

や

北

谷

町

で

は

、

地

域

開

発

を

し

よ

う

と

思

っ

て

も

海

を

埋

め

立

て

る

し

か

な

い

。

市

町

村

が

役

場

を

建

て

る

の

に

基

地

を

解

放

し

て

も

ら

わ

な

い

と

そ

れ

が

出

来

な

い

の

で

す

。

読

谷

村

で

は

補

助

飛

行

場

の

中

に

「

共

同

使

用

地

」

と

し

て

役

場

を

建

染

中

。

嘉

手

納

町

で

は

基

地

の

フ

ェ

ン

ス

の

側

に

「

共

同

使

用

地

」

と

し

て

役

場

を

つ

く

つ

て

い

ま

す

。

北

谷

町

で

も

基

地

を

解

放

し

て

も

ら

っ

て

役

場

を

つ

く

ろ

う

と

い

う

話

し

が

進

ん

で

い

ま

す

。

こ

れ

が

中

部

の

実

態

で

す

。

役

所

の

建

設

が

こ

の

有

様

で

は

、

公

共

施

設

を

つ

く

っ

た

り

は

ど

う

に

も

な

ら

な

い

。

そ

の

町

を

効

率

的

に

運

用

し

、

さ

ら

に

発

展

さ

せ

よ

う

と

す

る

の

は

難

し

い

。

五

0

年

間

も

こ

う

い

う

状

態

の

ま

ま

放

っ

て

お

か

れ

て

も

う

我

慢

の

限

界

で

す

。

で

す

か

ら

な

ん

(

1

3

ペ
ー
ジ
ヘ
）
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沖縄か沖縄がかわれば、アジア・太平洋がかわる

報
告
⑯

「
沖
縄
か
ら
」

「
沖
縄
ポ
イ
ス
」

編
集
委
員

伊
波
洋
一

（
前
沖
縄
中
部
地
区
労
事
務
局
長
）

〒901-22

沖縄県宜野湾市志真志517-1

沖縄ぢスト教平和てンタ—気付

TEL 098(898)6628 

FAX 098(897)6653 

郵便振替鹿児島2-11249

強
制
使
用
期
限
切
れ
前
に
緊
迫
す
る
沖
縄

沖
縄
で
は
、
読
谷
村
に
あ
る
米
軍
楚
辺
（
ソ
ベ
）

通
信
所
（
通
称
・
象
の
オ
リ
）
が
三
月
三
十
一
日
に

米
軍
用
地
使
用
期
限
切
れ
る
の
を
目
前
に
し
て
、
国

は
強
制
使
用
継
続
の
姿
夢
を
崩
さ
ず
、
警
察
が
立
ち

入
り
制
限
や
頻
繁
な
巡
回
体
制
を
敷
こ
う
と
し
て
お

り
、
過
剰
警
備
に
対
す
る
批
判
が
出
て
い
る
。
＞
四
月

一
日
以
降
に
国
に
土
地
を
「
不
法
占
拠
」
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
地
王
の
知
花
昌
一
さ
ん
は
、
三
月
に
那
覇

防
衛
施
設
局
に
文
書
で
四
月
一
日
以
降
の
明
け
渡
し

を
求
め
た
。
そ
れ
に
対
し
て
那
覇
防
衛
施
設
局
は
、

難
航
す
る
普
天
間
基
地
全
面
返
還
交
渉

• 
一一一一一一一一大

田
知
事
は
、
米
軍
基
地
の
全
廃
を
め
ざ
す
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
国
に
提
起
し
て
い
る
が
、
当

一一一面
の
最
大
の
焦
点
が
普
天
間
基
地
の
早
期
全
面
返
還

ー
で
あ
る
。
日
米
両
政
府
も
四
月
中
旬
の
ク
リ
ン
ト
ン

一米
大
統
領
訪
米
に
向
け
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
高
官

一一事
務
レ
ベ
ル
協
議
を
重
ね
て
い
る
が
、
駐
留
部
隊
や

ー
施
設
の
他
基
地
へ
の
移
転
を
前
提
と
し
て
お
り
難
航

し
て
い
る
。
県
内
移
転
は
沖
縄
県
民
の
怒
り
を
か
き

一一一た
て
る
で
あ
ろ
う
し
、
国
内
の
他
県
へ
の
移
転
も
移

一
転
先
で
大
き
な
反
対
運
動
が
起
こ
る
だ
ろ
う
。
す
で

一
に
、
岩
国
市
で
は
、
普
天
間
基
地
か
ら
の
部
隊
移
動

一一に
対
す
る
反
対
運
動
が
起
き
て
い
る
。
ま
た
、
実
弾

・
砲
撃
演
習
場
の
国
内
移
動
に
対
し
て
日
出
生
台
演
習

一ー場
の
あ
る
大
分
県
由
布
院
町
で
は
、
米
軍
演
習
移
動

一
に
対
す
る
反
対
運
動
が
強
力
に
取
り
組
ま
れ
て
い

一
る
。

一
こ
の
よ
う
に
米
軍
基
地
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る

――
 一

地
域
が
ど
こ
に
も
な
い
中
で
、
現
行
米
軍
兵
力
の
維

持
を
前
提
と
す
る
日
米
交
渉
が
難
航
す
る
の
は
当
然

一一一の
成
り
行
き
と
え
い
よ
う
。

一

静
か
に
進
む
沖
縄
の
基
地
撤
去
運
動

一一一一昨
年
の
県
民
大
会
以
来
、
沖
縄
の
基
地
撤
去
運
動

一は
、
基
地
フ
ェ
ン
ス
に
向
か
っ
て
の
シ
ュ
フ
レ
ヒ
コ

一r
 

＇ 

三
月
十
八
日
に
「
引
き
続
き
使
用
す
る
必
要
が
あ

る
、
協
力
し
て
ほ
し
い
」
と
回
答
し
て
き
た
。
国
は

四
月
一
日
の
期
限
切
れ
以
降
も
地
主
の
施
設
内
立
ち

入
り
を
認
め
な
い
方
向
で
の
検
討
を
開
始
し
た
模

様
。
＞
そ
し
て
、
現
在
は
ア
ン
テ
ナ
施
設
近
く
ま
で
立

ち
入
り
が
自
由
と
な
っ
て
い
る
が
、
立
ち
入
り
で
き

な
い
よ
う
に
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
よ
う
と
し
て
い

る
，
）
ア
ン
テ
ナ
施
設
近
く
に
金
網
フ
ェ
ン
ス
が
無
い

の
は
、
反
射
電
波
が
ア
ン
テ
ナ
施
設
の
機
能
に
障
害

を
与
え
る
ら
と
言
わ
れ
て
お
り
、
広
い
芝
生
を
囲
ん

で
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
も
設
置
さ
れ
る
フ
ェ
ン
ス

は
特
殊
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
あ
る
と
い
う
。

現
在
、
平
和
学
習
で
訪
れ
る
多
く
の
人
々
が
、
こ

の
芝
生
地
域
ま
で
立
ち
入
っ
て
「
象
の
オ
リ
」
見
学

を
行
な
っ
て
お
り
、
警
備
強
化
を
理
由
に
一
般
見
学

者
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
許
せ
る
も
の

で
は
な
い
。

過
胴
警
値
で
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
実
現
が
微
妙

昨
年
九
月
の
三
米
兵
に
よ
る
少
女
暴
行
事
件
以
後

に
高
ま
っ
た
沖
縄
の
米
軍
基
地
縮
小
撤
去
要
求
は
八

万
五
千
人
も
の
県
民
大
会
に
つ
な
が
っ
た
。
し
か
し
、

大
田
知
事
の
強
制
使
用
代
理
署
名
拒
否
に
続
く
米
軍

基
地
返
還
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
具

体
的
な
返
還
要
求
に
対
す
る
日
米
両
政
府
か
ら
の
回

答
が
な
い
ま
ま
、
読
谷
村
内
の
通
信
施
設
で
三
月

三
十
一
日
に
強
制
使
用
期
限
が
切
れ
る
。
翌
四
月
一

,
'
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日
は
、
五
十
一
年
前
に
米
軍
が
読
谷
村
に
上
陸
し

・
8

一-
―

 

一

て

沖

縄

本

島

で

の

地

上

戦

が

始

ま

っ

た

日

に

な

っ

て

一

一

お

り

、

地

王

の

知

花

昌

一

さ

ん

の

祖

父

も

五

十

―

―

一

年

前

の

四

月

一

日

に

亡

く

な

っ

て

い

る

。

知

花

昌

―

―

引

一

-
1
9
 

一

さ

ん

と

家

族

は

、

使

用

期

限

の

切

れ

る

四

月

一

日

午

一

ー

ー

後

、

「

象

の

オ

リ

」

内

の

所

有

地

に

立

ち

入

り

、

琉

ー

5

-

H

日`
＿
□

fit"□一―

ー

反

対

運

動

を

取

り

組

ん

で

き

た

反

戦

地

王

会

や

る

t

-

一

地

王

会

な

ど

で

畏

す

る

実

甘

委

員

会

は

、

三

月

三

一

畔

-

+

―

日

に

平

和

コ

ン

サ

ー

ト

を

開

催

す

る

予

定

で

あ

一

年

・

る

が

、

警

備

対

策

の

た

め

に

村

内

の

公

共

施

設

や

公

ー

88

一

一1

一
園
、
広
場
な
ど
を
借
用
で
き
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
—
月

ー

れ

て

い

る

。

そ

の

た

め

に

民

有

地

で

の

平

和

コ

ン

一

年

ー

サ

ー

ト

が

準

備

さ

れ

て

い

る

が

、

実

現

す

る

か

微

妙

一

涵

一一
な

状

況

。

一

一

三

月

二

十

二

日

に

は

、

読

谷

村

内

二

十

一

団

体

だ

ー

2

0

一

け

で

実

行

委

員

会

を

結

成

し

代

理

署

名

裁

判

判

決

(

i

函

一一―
二

月

二

十

五

日

）

に

対

し

「

大

田

知

事

の

代

理

署

名

一

一

拒

否

を

支

え

、

公

正

・

公

平

な

判

決

を

求

め

る

村

民

一

4

0

一

総

決

起

大

会

」

開

催

し

た

。

期

限

切

れ

前

日

の

三

月

一

g

一

一

一

三

十

日

に

は

、

嘉

手

納

町

民

会

館

で

T
B
S
の
筑
紫
一
ス

一

哲

也

を

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

、

梅

林

宏

道

さ

ん

や

副

-

.

-

―

―

ヒ

一

知

事

、

経

済

界

代

表

を

パ

ネ

ラ

ー

に

し

て

沖

縄

高

教

一

チ

一

組

主

催

の

米

軍

基

地

フ

ォ

ー

ラ

ム

が

開

催

さ

れ

る

。

そ

一

ッ

ー

し

て

、

違

憲

共

闘

会

議

も

代

理

署

名

判

決

、

使

用

期

一

ャ

一

限

切

れ

に

向

け

ヱ

種

々

の

要

請

行

動

と

抗

議

行

動

を

i

刊

一一準
備

し

て

い

る

。

一

月

―

―

 

―

―

 

-

l

 

卜

ー
ル
や
山
積
し
た
怒
り
の
抗
議
集
会
と
デ
モ
行
進
だ

け
で
な
く
、
代
理
署
名
拒
否
裁
判
支
援
闘
争
や
各
地

で
の
学
習
集
会
な
ど

H
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
日
米

両
政
府
に
対
し
て
法
廷
の
場
で
違
法
性
を
主
張
し
て

い
る
の
が
代
理
署
名
拒
否
裁
判
で
あ
る
が
、
福
岡
高

等
裁
判
所
那
覇
支
部
は
、
被
告
で
あ
る
大
田
知
事
以

外
の
証
人
調
べ
を
一
切
せ
ず
に
結
審
し
、
判
決
を
三

月
二
十
五
日
に
出
す
。
大
田
知
事
を
告
発
す
る
国
側

代
理
人
に
何
名
も
の
裁
判
官
出
身
者
が
お
り
、
今
回

の
高
裁
の
訴
訟
指
揮
を
含
め
裁
判
所
の
全
体
が
沖
縄

県
民
に
強
い
不
信
感
を
与
え
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
連
合
沖
縄
が
県
民
の
基
地
撤

去
の
意
志
を
明
確
に
し
よ
う
と
県
民
投
票
に
向
け
た

準
備
を
着
々
と
進
め
て
い
る
。
米
軍
基
地
の
撤
去
を

問
う
住
民
投
票
条
例
を
制
定
さ
せ
て
、
県
民
の
意
志

を
明
確
に
日
米
両
政
府
に
打
ち
出
そ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
「
民
主
主
義
」
を
看
板
に
掲
げ
る
米
国
政
府

に
対
す
る
痛
烈
な
ア
ッ
パ
ー
カ
ッ
ト
に
な
っ
て
米
軍

基
地
を
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
米
軍
基
地
を
止
む
え
な
い
も
の
と
し
て

受
け
入
れ
て
き
た
人
々
も
、
米
軍
基
地
の
縮
小
、
撤

去
の
声
を
出
す
ま
で
に
な
っ
て
お
り
、
県
民
投
票
が

実
施
さ
れ
れ
ば
米
軍
基
地
の
縮
小
・
撤
去
の
県
民
の

音
宴
心
が
明
確
に
な
る
だ
ろ
う
。
現
在
、
条
例
制
定
を

要
求
す
る
有
権
者
署
名
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
三
月

中
に
提
出
さ
れ
る
予
定
で
、
県
民
投
票
が
実
現
す
る

の
は
七
月
以
降
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

米
軍
基
地
を
め
ぐ
っ
て
新
た
に
有
害
物
質
に
よ
る

深
刻
な
汚
染
問
題
も
起
き
て
い
る
。

昨
年
十
一
月
に
返
還
さ
れ
た
米
軍
恩
納
通
信
所
跡

地
の
汚
水
処
理
槽
の
汚
泥
百
二
十
ト
ン
に
カ
ド
ミ
ウ

ム
や
水
銀
が
安
全
基
準
の
三
倍
以
上
、
さ
ら
に
P
C

B
、
鉛
、
ヒ
素
、
シ
ア
ン
、
六
価
ク
ロ
ム
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
三
月
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
汚

泥
を
農
家
が
使
用
し
た
い
と
申
し
出
た
た
め
に
「
肥

料
取
締
法
」
に
基
づ
き
調
査
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。
同
様
な
汚
染
が
米
軍
基
地
内
に
数
多

く
存
在
す
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
し
か
し
、

地
位
協
定
に
よ
り
米
軍
に
は
原
状
回
復
の
責
任
は
な

く
、
返
還
基
地
の
汚
染
問
題
は
日
本
政
府
が
対
処
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
沖
縄
で
は
常
に
新
た

な
問
題
が
起
き
て
お
り
、
米
軍
基
地
が
撤
去
さ
れ
る

ま
で
、
基
地
問
題
が
終
息
す
る
こ
と
は
な
い
。

三
月
三
十
一
日
の
期
限
切
れ
に
続
き
、
ク
リ
ン
ト

ン
来
日
に
合
わ
せ
た
様
々
な
取
り
組
み
が
準
備
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
日
米
政
府
が
抜
本
的
な
基
地
縮
小
案
を

提
示
し
な
い
限
り
、
県
民
投
票
な
ど
経
て
、
ま
す
ま

す
沖
縄
県
民
の
米
軍
基
地
問
題
に
対
す
る
怒
り
は
大

き
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
（
三
月
二
三
日
着
信
）

米
軍
基
地
撤
去
の
流
れ
は
止
ま
ら
な
い

．
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「
極
東
条
項
」
に
忠
実
に
従
え
ば
、

在
日
米
軍
は
一
万
人
以
下
に

平
和
資
料
協
同
組
合
が
軍
縮
提
案

沖
縄
の
声
に
押
さ
れ
て
、
日
米
政
府
は
、
基
地

の
縮
小
再
編
の
検
討
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
在

日
米
軍
四
万
七

0
0
0人
（
正
確
に
は
五
万
九
〇

0
0人
）
体
制
は
不
変
で
あ
る
と
表
明
し
て
い

る
。
こ
の
前
提
に
立
つ
以
上
、
沖
縄
か
ら
撤
去
さ

れ
た
基
地
機
能
は
は
ど
こ
か
別
の
場
所
で
確
保
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
移
転
先
に
名
指
し
さ
れ

た
地
域
の
人
々
に
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
。
一
方

で
は
「
重
荷
は
全
国
で
等
し
く
分
か
ち
合
う
べ
き

だ
」
と
い
う
声
が
、
一
見
説
得
力
を
持
っ
て
聞
こ

え
て
く
る
c

だ
が
、
待
て
よ
、
と
言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
六
万
人
に
近
い
在
日
米
軍
が
必
要
だ

と
一
体
だ
れ
が
何
を
根
拠
に
決
め
た
の
か
。
こ
の

戦
力
数
が
ま
る
で
動
か
し
が
た
い
絶
対
命
題
の
よ

う
に
一
人
歩
き
し
て
い
る
こ
と
に
、
ど
う
も
お
か

し
い
と
多
く
の
人
が
思
い
始
め
て
い
る
。．
 

照
ら
し
て
み
て
も
相
当
に
過
大
な
も
の
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
「
削
減
案
」
は
、
ア
メ
リ
カ

情
報
公
開
制
度
等
を
つ
か
っ
て
収
集
し
た
公
文
書

な
ど
を
駆
使
し
て
在
日
米
軍
の
実
態
を
部
隊
レ
ベ

ル
で
評
価
、
各
部
隊
毎
に
削
減
率
を
ラ
ン
ク
付
け

し
て
、
も
し
、
「
極
東
条
項
」
を
厳
密
に
適
用
し
た

ら
、
在
日
米
軍
を
ど
こ
ま
で
削
減
で
き
る
か
を
提

案
し
て
い
る
C

．
 

囲
み
に
検
討
結
果
の
要
点
を
ま
と
め
た
。
在
日

米
軍
は
一
万
人
弱
、
現
在
の
約
五
分
の
一
に
削
減

で
き
る
、
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。

「
削
減
案
」
の
中
で
も
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
、
日
米
安
保
条
約
の
妥

当
性
は
検
討
対
象
と
は
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
日
本
の
防
衛
を
守
る
た
め
に
は
こ
れ
だ
け
の
米

軍
が
必
要
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
何
と
贅
沢
な
米
軍
の
配
備
。

ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
「
あ
れ
ば
便
利
な
」
日
本
の

基
地
が
、
い
つ
の
間
に
か
「
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

存
在
に
す
り
か
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
の
ペ
テ
ン
。

そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
の
は
日
本
の
「
思
い
や

り
予
算
」
な
ど
の
優
遇
策
で
あ
る
。

「
五
万
九

0
0
0人
」
は
不
動
の
命
題
な
ど
で

は
な
い
。
市
民
が
い
ら
な
い
と
言
え
ば
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
。
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
だ
け
ど
へ
）

ぜ
ひ
全
文
の
一
読
を
、
そ
し
て
意
見
を
。
◆
◆

二
月
二
二
日
、
平
和
資
料
協
同
組
合
・
米
軍
削

減
案
作
業
グ
ル
ー
プ
（
責
任
者
：
梅
林
宏
道
）
は
、

「
『
極
東
条
項
』
に
よ
る
、
在
日
米
軍
削
減
案
」
（
以

下
「
削
減
案
」
）
を
発
表
し
た
。
沖
縄
県
の
ア
ク

シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
「
場
所
と
し
て
の
〈
基

地
〉
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
こ
れ
は
「
軍
隊
と
し
て
の
〈
部
隊
〉
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
米
軍
削
減
提
案
で
あ
る
。
在

〇
陸
軍
沖
縄
の
第
一
特
殊
部
隊
軍
第
一
大
隊
は
、
条
約

任
務
と
無
関
係
な
特
殊
作
戦
任
務
に
つ
く
の
で
一

0
0％
削
減
。
他
の
部
隊
は
も
と
も
と
骨
格
軍
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
五

0
％
削
減
。
陸
軍

て
い
る
。
「
最
近
の
作
戦
計
画
の
中
で
、
ま
た
、
た
と
え

ば
空
母
戦
闘
団
の
機
動
力
を
考
え
る
な
ら
ば
、

五
0
年
前
に
は
死
活
の
重
要
性
を
持
っ
て
い

た
基
地
は
、
か
っ
て
の
よ
う
な
重
要
性
を

持
っ
て
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
地
中
海
で

ほ
と
ん
ど
絶
え
間
な
く
、
空
母
戦
闘
団
と
海

兵
隊
水
陸
両
用
部
隊
を
展
開
し
て
き
た
し
、

現
在
も
展
開
し
て
い
る
。
し
か
も
地
中
海
内

に
は
、
（
そ
れ
ら
の
部
隊
の
）
米
軍
基
地
は
存

在
し
な
い
の
で
あ
る
。
」

旗
艦
プ
ル
ー
リ
ッ
ジ
も
一

0
0％
削
減
で
き

る
。
そ
の
他
、
対
潜
哨
戒
機
(
p
3
C
)
部
腺
は
、

連
絡
機
能
の
み
残
す
こ
と
と
し
て
九

0
％
削
減
。

一
方
、
横
須
賀
の
海
軍
修
理
部
、
厚
木
海
軍
航
空

基
地
等
は
五

0
％
削
減
。
海
軍
全
体
で
は
、
現
在

の
一
万
五
六
六

0
人
を
八
九

0
人
に
ま
で
大
幅
削

減
可
能
で
あ
る
。

0
海
兵
廠

次
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
高
官
の
発
言
か
ら
、
条

約
任
務
以
外
の
部
隊
と
判
断
さ
れ
る
の
で
ほ
と
ん

ど一

0
0％
削
減
可
能
で
あ
る
。

「
沖
縄
の
海
兵
隊
は
、
日
本
の
防
衛
任
務
に
は

当
て
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、

第
七
艦
隊
の
即
戦
海
兵
豚
を
な
し
、
第
七
艦

隊
の
通
常
作
戦
区
域
で
あ
る
西
太
平
洋
、
イ

ン
ド
洋
の
い
か
な
る
場
所
に
も
配
備
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
」
(
-
九
八
二
年
・
ワ
イ
ン
バ
ー

ー評

価

結

果

要

約

・

田

巻

＾
市
民
の
提
案
〉
「
極
東
条
項
」
に
よ

る
在
日
米
軍
削
減
案
（
骨
子
）

A
4
3
2
ペ
ー
ジ
頒
価
一
五

0
0円

問
い
合
せ
先
●
平
和
資
料
協
同
組
合

~
o
四
五
（
五
六
三
）
五
一0
1

FAX0四
五
，
五
六
三
＇
九
九

0
七

彦
（
編
集
部
）

日
米
軍
は
、
「
日
本
の
安
全
に
寄
与
し
、
並
び
に
極

東
に
お
け
る
国
際
の
及
び
安
全
の
維
持
に
寄
与
す

る
」
た
め
に
駐
留
し
て
る
と
日
米
安
保
条
約
第
六

条
は
定
め
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
極
東
条
項
」
で

あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
湾
岸
戦
争
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
在
日
米
軍
は
「
極
東
の
範
囲
」
を
越
え

て
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
現
在
の
在
日
米
軍
の
規
模
は
安
保
条
約
に

0
海
軍
横
須
賀
を
母
港
に
し
て
い
る
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ス
戦
闘
団
（
一
万
人
弱
）
は
、
西
太
平
洋
を
パ

ト
ロ
ー
ル
す
る
だ
け
な
ら
日
本
を
母
港
に
す
る
必

要
は
な
く

‘
1
0
0％
削
減
で
き
る
。
一
九
九
二

年
、
チ
ェ
イ
ニ
ー
国
防
長
官
は
次
の
よ
う
に
語
っ

ガ
ー
国
防
長
官
）
。
「
太
平
洋
海
兵
艦
隊
の
海

兵
隊
は
、
ほ
と
ん
ど
沖
縄
に
配
備
さ
れ
、
ニ

万
一
六
三
一
人
を
擁
す
る
第
皿
海
兵
遠
征
軍

に
所
属
し
て
い
る
。
日
本
に
は
い
る
が
、
そ

の
部
隊
は
責
任
区
域
で
あ
る
太
平
洋
の
内
に

も
外
に
も
緊
急
配
備
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」

（
一
九
九
一
年
米
会
計
検
査
院
報
告
書
）
。

海
兵
隊
全
体
で
二
万
ニ
ニ

0
0人
が
削
減
可
能

で
あ
る
。

0
空
軍
A
W
A
C
S
（
早
期
警
戒
管
制
機
）
部
隊
と
、

特
殊
作
戦
部
隊
は
任
務
か
ら
し
て
日
本
に
駐
留
す

る
必
要
が
な
い
の
で
一

0
0％
削
減
。
そ
の
他
の

第
五
空
軍
の
航
空
機
部
隊
は
、
条
約
上
の
任
務
を

果
た
す
よ
う
に
責
任
区
域
を
定
め
て
い
る
が
、
太

平
洋
全
体
で
の
航
空
機
の
配
備
状
況
を
見
る
と
、

条
約
任
務
区
域
を
越
え
て
行
動
せ
ざ
る
を
得
な
い

の
で
五

0
バ
ー
セ
ン
ト
の
削
減
と
し
た
。
空
軍
全

体
で
八
一
三

0
人
が
削
減
可
能
。

0
ま
と
め

結
果
を
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
に
な
る
。

軍
別
削
減
す
る
べ
き
人
員
残
る
人
員

陸
軍
―
二
八

0

六
二
〇

海
軍
一
五
六
六

0

八
九

0

海
兵
隊
ニ
ニ
ニ

0
0

―二

0
0

空
軍
八
一
三

0

七
二
五

0

計

四

七

二

七

0

九
九
六

0

全
体
で
は
―
二
八

0
人
を
六
二

0
人
ま
で
削
減
可

能
で
あ
る
。

田
巻
一
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湯布院に 米軍は

し‘ らヽない

沖
縄
米
軍
の
県
道
越
え
実
弾
射

撃
演
習
の
移
転
先
候
補
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
大
分
県
日
出
生
台
演
習

場
。
三
月
十
七
日
、
地
元
湯
布
院
町

で
は
町
民
一

0
0
0人
が
集
ま
り
、

移
転
反
対
の
集
会
を
開
い
た
。
集
会

に
は
沖
縄
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

寄
せ
ら
れ
、
「
演
習
を
移
転
し
て
も

基
地
問
題
は
解
決
し
な
い
」
と
呼
び

か
け
た
。
以
下
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
の
っ
た
「
湯
布
院
の
将
来
を
考

え
る
会
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
ぐ．
 

全
国
第
三
位
の
湧
出
量
を
ほ
こ

る
温
泉
地
湯
布
院
、
山
陰
に
眠
る
か

く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
四
五

0
基
あ

ま
り
の
墓
地
が
静
か
に
語
っ
て
く

れ
て
い
る
、
い
や
し
の
里
と
し
て
の

歴
史
を
ほ
こ
る
湯
布
院
、
自
然
が
残

コ[O
O
"立
麟

馘

4

2

晨
愚
竺
麟
[

で
地
方
の
文
化
を
ほ
こ

り
、
年
間
四

0
0万
の
お
客
様

を
お
迎
え
し
て
い
る
湯
布
院
が

今
、
基
地
の
町
と
し
て
変
ぽ
う

す
る
か
も
し
れ
な
い
瀬
戸
際
に

た
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
ご
存
じ
か

と
も
思
い
ま
す
が
、
い
よ
い
よ

大
づ
め
に
は
い
り
、
最
後
の
二

カ
所
の
候
補
地
に
日
出
生
台
が

は
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
゜
私
た
ち
は
、
私
た
ち
の
愛

す
る
湯
布
院
に
隣
接
す
る
日
出

生
台
で
の
米
軍
に
よ
る
実
弾
演

習
に
は
断
固
反
対
し
ま
す
。
そ

し
て
同
時
に
、
沖
縄
の
米
軍
基

地
の
整
理
縮
小
を
希
望
し
ま

す
。
そ
れ
が
、
私
た
ち
の
心
か

ら
の
願
い
で
す
。
（
略
）

(

6

ヘ
ー
ジ
か
ら
）

と
し
て
も
米
軍
基
地
を
計
画
的
に
撤
去
さ
せ
、
沖

縄
の
総
合
的
発
展
を
と
大
田
県
知
事
は
「
国
際
都

市
構
想
」
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
国
際
都
市
構

想
の
前
提
条
件
は
あ
く
ま
で
も
基
地
の
撤
去
で

す
。
都
市
計
画
の
最
適
地
が
基
地
に
あ
る
の
で
す

か
ら
。た
だ
、
一
ヵ
月
前
に
「
は
い
、
撤
去
し
ま
す
c

さ

あ
、
あ
と
は
ど
う
ぞ
ご
勝
手
に
」
と
言
わ
れ
て
も

そ
れ
は
実
現
し
ま
せ
ん
c

ー
一
般
的
に
言
う
国
の
補

助
「
都
市
計
画
法
」
に
基
づ
く
計
画
の
範
囲
で
や

り
な
さ
い
で
は
、
軌
道
に
乗
せ
る
ま
で
に
は
一

0

ー
一
五
年
も
か
か
り
、
そ
の
間
地
王
に
は
地
代
は

入
ら
な
い
。
放
っ
て
お
か
れ
る
で
困
る
の
で
す
。

実
は
撤
去
後
ど
う
い
う
事
業
を
起
こ
す
の
か
、

ど
う
い
う
産
業
を
誘
致
す
る
か
の
計
画
も
ま
だ
出

来
て
い
ま
せ
ん
r

，
な
ぜ
か
と
言
え
ば
見
通
し
が

湯布院の将来を考える会 〒879-51大分県大分郡湯布院町湯の坪玉の湯内 桑野和泉方
ft 0977-85-4001 FAX0977-85-4179 E-MAIL: izyufuin@fat.coara.or.jp (Izumi Kuwano) 
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一
晶
↓
、

．
 

益
空
ヵ

”
中
低
ア

．
 
．
 

•
「
大
い
に
あ
り
ま
す
」
徳
島
県

．
 

•
木
頭
村
は
、
村
長
さ
ん
自
ら
が
ア

●
ン
ケ
ー
ト
を
記
入
、
分
厚
い
飛
行

．
 
．
 

•
ル
ー
ト
図
や
記
録
の
資
料
と
い
っ

．
 

•
し
ょ
に
回
答
を
く
れ
ま
し
た
。
木
頭

．
 

•
村
か
ら
の
回
答
は
さ
ら
に
つ
づ
け
ま

．
 

•
す
。
「
木
の
上
で
枝
打
ち
を
し
て
い

．
 

•
て
山
か
崩
れ
た
か
の
か
と
思
い
、
木

．
 

•
か
ら
急
に
飛
び
降
り
た
た
め
、
も
う

＂
少
し
で
大
ケ
ガ
を
す
る
と
こ
ろ
だ
っ

．
 

•
た
」
「
山
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ

●
て
い
た
が
、
山
崩
れ
と
錯
覚
し

．
 

＂
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
投
げ
捨
て
た
が
、

＂
ど
ち
ら
に
逃
げ
て
良
い
か
わ
か
ら
ず

＂
ケ
ガ
を
し
そ
う
に
な
っ
た
。
両
方
と

．
 

•
も
と
に
か
く
大
爆
音
で
『
ハ
ニ
ッ
ク

．
 

●
状
態
』
に
な
っ
た
も
の
で
す
…
」
。

●
広
島
県
比
和
町
か
ら
は
こ
ん
な
答

．
 
．
 

ま
っ
た
く
立
っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
計
画
を
立

て
よ
う
と
す
る
と
地
王
か
ら
勝
手
な
区
割
り
は
困

る
、
見
通
し
も
な
い
の
に
計
画
を
立
て
る
の
は
時

期
尚
早
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

つ
ま
り
返
還
計
画
が
提
示
さ
れ
な
い
と
す
べ
て
が

宙
に
浮
い
た
ま
ま
に
な
る
の
で
す
。．
 

コ
ン
パ
ス
の
軸
を
沖
縄
に
当
て
れ
ば
、
ア
ジ
ア

に
向
か
っ
て
の
中
心
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
た
め
戦
時
中
は
日
本
の
侵
略
戦
争
の
地
理
的

中
心
地
の
役
割
を
担
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
現

在
で
は
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
の
要
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
地
理
的
条
件
は
、
貿
易
や
、

文
化
の
交
流
、
人
材
の
交
流
な
ど
プ
ラ
ス
イ
メ
ー

ジ
の
拠
点
と
し
て
も
同
じ
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

沖
縄
は
そ
の
位
置
が
軍
事
基
地
の
み
で
優
先
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
訴
え
た
い
。
自
立
の
道
は
そ

.......... ．．  ．．．． 
• -. ．． ． ． ． 
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．
 

,

"

 ．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

•• 

．
 
．
 
．
 
．
 

ょ
・

え
が
返
っ
て
き
て
い
ま
す
。
「
山
・

．
 

に
ぶ
つ
か
る
の
で
は
な
い
か
と
思
●

．
 

わ
れ
る
く
ら
い
の
低
空
の
場
合
も
あ
●

．
 

る
し
、
か
な
り
上
空
の
場
合
も
あ
●

．
 

る。

1
日
に
何
回
も
轟
音
の
す
る
こ
・

．
 

と
も
あ
っ
た
が
、
昨
年
六
月
末
ピ
ー

．
 ．
 

ス
リ
ン
ク
広
島
・
呉
・
岩
国
の
行
っ
●

．
 

た
『
米
軍
機
に
よ
る
超
低
空
飛
行
訓
・

．
 

練
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
』
の
集
計
・

．
 

結
果
が
新
聞
に
出
て
か
ら
超
低
空
は

．
 ．
 

少
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
飛
行
回
数
・

．
 

も
減
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
以
●

．
 

前
は
早
朝
か
ら
超
低
空
で
数
回
旋
回
・

．
 

を
繰
り
返
し
な
が
ら
三
ー
五
機
連
続
・

．
 

飛
行
し
て
い
く
の
が
目
撃
で
き
た
。
●

．
 

そ
ん
な
時
は
、
家
の
屋
根
に
落
下
す
・

．
 

る
か
と
思
う
く
ら
い
、
頭
を
思
わ
ず
•

．
 

抱
え
込
ん
で
う
ず
く
ま
る
時
も
あ
っ

．
 ．
 

．

．

 ．

．

 

・
た
。
は
っ
き
り
し
た
日
時
は
覚
え
て
体
に
再
度
お
願
い
を
し
て
、
よ
り
調
．

＂

い

な

い

」

。

査

を

よ

り

充

実

さ

せ

た

い

と

今

頑

＂

．
 

＂
現
在
ま
で
に
回
答
は
約
一
八

0
。

張

っ

て

い

ま

す

。

●

＂
発
送
数
の
半
分
で
す

C

そ
の
三
分
の
比
和
町
の
回
答
に
あ
る
よ
う
に
、
＂

．

．

 

・
一
ほ
ど
に
「
低
空
飛
行
」
の
情
報
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
そ
れ
だ
け
で
米

．
 ．
 

＂
書
か
れ
て
い
ま
す
。
見
も
し
ら
な
い
軍
の
無
謀
・
危
険
な
行
為
を
抑
止
す
．

＂
市
民
団
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
る
力
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
＂

・
も
ら
え
て
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
市
民
の
手
に
よ
る
「
安
保
チ
ェ
ッ
＂

．
 

・
ま
す
。
こ
こ
で
も
う
一
踏
ん
張
り
。
ク
」
、
読
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
情
＂

．
 

＂
ま
だ
回
答
を
も
ら
え
て
い
な
い
自
治
報
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
（
た
）
＂

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

れ
し
か
な
い
の
で
す
。
五

0
年
間
の
負
の
歴
史
を

こ
の
よ
う
に
転
換
出
来
れ
ば
、
こ
の
間
の
苦
労
は

無
駄
で
は
な
か
っ
た
、
や
り
が
い
の
あ
る
闘
い
の

歴
史
で
あ
っ
た
と
思
え
る
の
で
す
。
県
民
は
今
一

体
と
な
っ
て
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
、
気
候
、
文
化
、
産
業
の
多
様
性
が

日
本
の
す
べ
て
の
国
民
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
沖
縄
県
民
は
誇
り
を
持
っ
て
い
ま

す
。
日
本
全
国
の
国
民
の
盛
り
上
が
り
で
基
地
撤

去
を
実
現
で
き
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。
◆
◆
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◇
ロ
ー
ン
が
か
さ
ん
で
伸
び
率
増
加

ま
だ
予
算
は
成
立
し
て
い
な
い
が
、
政
府

案
で
は
今
年
の
軍
事
費
を
昨
年
に
比
べ
て
、

ニ
・
五
八
％
増
加
さ
せ
て
い
る
（
四
兆
八
千

五
百
億
円
を
要
求
）
っ
去
年
の
増
加
率
が

O・

八
五
五
％
だ
か
ら
決
定
当
時
の
村
山
内
閣
が

タ
カ
派
に
転
向
し
た
の
か
と
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、
全
く
関
係
が
な
い
。
日
本
の
場
合
は
内

閣
の
政
治
姿
勢
で
な
く
、
次
の
年
の
「
必
要
経

費
」
が
ど
れ
だ
け
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
軍
事

人
は
、
昨
年
度
と
今
年
度
予
算
の
連
立
与
党

の
協
議
で
、
社
会
党
の
数
字
と
自
民
党
の
伸
び

率
の
ち
ょ
う
ど
中
間
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
お
気
づ
き
だ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
中
間

の
数
字
こ
そ
防
衛
庁
が
考
え
て
い
る
本
音
の

数
字
だ
っ
た
！
中
期
防
な
ど
は
完
全
に
実
施

で
き
た
の
だ
か
ら
r

J

当
然
来
年
以
降
の
予
算
は
こ
の
ロ
ー
ン
の

支
払
い
で
大
筋
が
決
ま
る
。
来
年
度
は
、

A
W

A
c
s
（
空
中
警
戒
管
制
機
、
1
機
五
百
億

円
）
や
イ
ー
ジ
ス
艦
(

1

隻
約
千
二
百
億
円
）

と
い
う
巨
額
装
備
の
ツ
ケ
が
回
っ
て
く
る
。

大
幅
拡
大
要
求
は
間
違
い
な
い
C

そ
の
後
に

は
、
合
計
1
兆
円
を
越
す
戦
闘
機
F
2
の
支

払
い
が
始
ま
る
J
不
況
の
お
り
軍
需
産
業
も

攻
勢
を
か
け
て
く
る
（
カ
コ
ミ
参
照
）
＇
，
政
治

家
の
決
断
、
あ
る
い
は
国
民
世
論
の
盛
り
上

が
り
が
な
い
と
負
担
の
拡
大
は

H
に
見
え
て

い
る
J
日
本
に
い
る
と
、
軍
事
費
が
増
え
る
の
は

水
が
高
き
か
ら
低
き
に
流
れ
る
よ
う
な
自
然

な
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
，
マ
ス
コ
ミ
や
言

論
人
が
こ
れ
を
取
り
立
て
て
論
じ
る
こ
と
も

な
い
し
か
し
事
態
を
客
観
的
に
み
る
た
め

に
、
他
の
軍
事
費
大
国
と
比
べ
て
み
よ
う
r

ゾ前

ヘ
ー
ジ
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
は
、
防
衛
白
書
の

資
料
に
よ
っ
て
八
九
年
の
軍
事
費
を
二
’
)
0

誰のための
安全保障か

費
額
が
決
定
さ
れ
る
か
ら

だ
。
変
動
す
る
そ
の
「
必
要

経
費
」
の
最
大
の
も
の
は
、

後
年
度
負
担
つ
ま
り
兵
器

の
ロ
ー
ン
払
い
で
、
現
在
総

支
出
の
三
五
％
を
占
め
て
い

る
。
）
昨
年
の
増
加
率
が
か

な
り
小
さ
か
っ
た
の
は
、
た

ま
た
ま
昨
年
は
ロ
ー
ン
の

「
谷
間
」
に
あ
た
り
支
払
額

が
小
さ
か
っ
た
だ
け
で
あ

る
。
報
道
に
注
意
し
て
い
る

—←、▲ - - - - - - - - ~ 
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9碑度防衛費政府予算案では、

「住専」に近い公的資金が米軍

の駐留を支えるために投入され

ようとしている。軍隊への手厚

い「思いやり」の一方で、もう

一年以上も仮設住宅で暮らして

いる震災被災者への公的援助は

行われていない。この不公正に

怒る市民の政治的意思を、目に

見えるものにしなければ•••。
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130 

120 

110 

100 

90 

80 
89年

青
木
雅
彦

反
戦
ド
タ
バ
タ
会
議

（
図
版
も
）

90年 91年 92年 93年 94年

，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

大綱・中期防・防衛予算を読む］
15 1988年6月18日第三種蜀便物認可直i誉119号） No.40 1996.3.20 月刊キャッチピース 月刊キャッチピース No.40 1996.3.20 1988年6月18日第三種郵便物認可（通誉119号） 14 



と
し
て
、
各
国
の
軍
事
費
推
移
を
表
し
た
も

の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
日
本
の
安
定
的
な
高

成
長
は
群
を
抜
い
て
い
る
。
一
時
的
に
英
国

が
日
本
の
伸
び
率
を
上
回
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
こ
れ
は
人
員
削
減
を
し
た
た
め

退
職
金
の
支
払
い
が
嵩
ん
だ
た
め
。
ア
メ
リ

力
が
九
二
年
に
増
加
に
転
じ
て
い
る
の
も
湾

岸
戦
争
の
支
払
い
で
あ
る
（
）
日
本
の
伸
び
率

は
グ
ラ
フ
以
上
に
ス
ゴ
イ
の
で
あ
る
。
日
本

を
除
く
大
国
中
唯
一
増
加
基
調
で
あ
っ
た
フ

ラ
ン
ス
も
来
年
以
降
は
軍
縮
を
計
画
し
て
お

り
、
日
本
だ
け
が
右
上
が
り
で
あ
る
。

◇
も
う
＿
つ
の
公
的
資
金
投
入

い
わ
ゆ
る
住
専
問
題
が
国
民
の
怒
り
に
火

を
付
け
て
い
る
。
官
僚
や
政
治
家
の
無
策
の

お
か
げ
で
、
ヤ
ク
ザ
な
ど
の
借
金
肩
代
わ
り
を

国
民
が
強
制
さ
せ
ら
れ
る
の
は
お
か
し
い
と

い
う
の
が
国
民
の
感
情
だ
し
）
と
り
あ
え
ず
第

一
次
の
「
公
的
資
金
」
は
六
八
五
0
億
円
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
偶
然
こ
れ
は
日
本
人
が

在
日
米
軍
に
援
助
し
て
い
る
金
額
に
近
い
。

し
か
も
こ
ち
ら
の
負
担
は
、
沖
縄
な
ど
の
問

題
に
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
増
加
を
続
け
、
こ
の

ま
ま
で
は
未
米
永
劫
終
わ
ら
な
い
。
u

在
日
米
軍
負
担
の
う
ち
の
い
わ
ゆ
る
「
思

な
い
限
り
、
四

0
年
以
上
続
い
て
き
た
軍
事

費
の
増
殖
は
ま
だ
終
わ
ら
な
い
。
J

日
本
の
特
長
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、

政
治
の
関
与
の
少
な
い
こ
と
だ
。
軍
拡
で
あ

れ
軍
縮
で
あ
れ
安
全
保
障
問
題
に
見
識
を
持

つ
政
治
家
は
極
め
て
希
で
あ
る
。
官
僚
案
を

鵜
呑
み
す
る
だ
け
。
冷
戦
終
結
で
も
装
備
の
変

更
は
ほ
ぽ
皆
無
、
他
の
国
と
違
い
軍
事
費
に

「
乱
高
下
」
が
全
く
な
く
教
科
書
的
な
成
長
曲

線
を
描
い
て
い
る
の
も
こ
の
た
め
だ
。
実
際

予
算
を
議
決
す
る
国
会
は
、
最
近
は
そ
も
そ

も
こ
の
問
題
を
論
議
す
ら
し
な
い
。

◇
軍
に
厚
く
、
被
災
者
に
冷
た
＜

今
年
度
の
防
衛
予
算
額
が
与
党
で
ま
と

ま
っ
た
と
き
、
当
時
の
社
会
党
の
幹
部
は
は

「
軍
縮
の
実
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
た
」
と
胸

を
張
っ
て
い
た
。
言
葉
の
定
義
を
変
え
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
増
加
分
だ
け
で
、
阪
神
大
震

災
の
義
援
金
総
額
に
匹
敵
す
る
の
だ
。
震
災

後
に
決
定
さ
れ
た
次
期
「
中
期
防
」
で
は
、
大

霙
災
被
害
総
額
の

2
倍
以
上
の
軍
事
費
を
5

年
で
使
い
果
た
す
こ
と
が
、
ど
こ
か
ら
の
反

対
も
な
く
決
定
さ
れ
た
。
イ
ー
ジ
ス
艦
1
隻

建
造
中
止
す
る
だ
け
で
、
一
千
万
円
の
住
宅

が
一
万
戸
以
上
も
建
て
ら
れ
た
は
ず
だ
。
な

い
や
り
負
担
」
は
、
昨
年
十
二
月
に
新
た
な
特

別
協
定
を
結
ん
で
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
合
意
さ
れ
た
（
結
局
十
一
億
円
増

加
）
。
こ
の
「
思
い
や
り
負
担
」
の
主
た
る
使

い
み
ち
の
一
っ
は
、
こ
の
通
信
で
も
紹
介
さ

れ
た
よ
う
に
、
普
通
の
日
本
人
が
一
生
働
い

て
も
と
う
て
い
入
居
で
き
な
い
よ
う
な
豪
華

な
米
軍
将
校
住
宅
の
建
槃
に
充
て
ら
れ
る
。
し

か
し
一
方
こ
の
国
で
は
、
昨
年
の
阪
神
・
淡
路

霙
災
で
ま
だ
テ
ン
ト
・
仮
設
住
宅
暮
し
を
し

て
い
る
大
勢
の
人
に
対
す
る
経
済
的
援
助
と

し
て
は
、
民
間
か
ら
募
集
し
た
「
義
援
金
」
を

充
て
る
方
針
を
変
え
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
被

災
し
た
納
税
者
に
対
し
て
、
国
か
ら
の
「
思
い

や
り
負
担
」
は
な
い
。
国
民
の
こ
の
善
意
の
義

援
金
は
現
在
一
七
五

0
億
円
に
の
ぼ
っ
て
い

る
と
い
う
。
し
か
し
在
日
米
軍
に
対
す
る
年

間
の
「
思
い
や
り
予
算
」
（
約
二
七

0
0億
円
）

の
ほ
う
が
は
る
か
に
多
い
；
ぷ
の
国
の
「
安
全

保
障
」
が
誰
の
た
め
の
も
の
か
を
物
語
っ
て

い
る
。昨

年
か
ら
、
「
も
ん
じ
ゅ
」
事
故
隠
し
、
厚

生
省
の
薬
害
エ
イ
ズ
で
の
資
料
隠
し
、
そ
し

ぜ
わ
が
国
で
は
こ
ん
な
単
純
な
こ
と
す
ら
議

論
も
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

こ
れ
が
本
当
に
国
民
の
総
意
だ
っ
た
の
か
。

住
専
問
題
を
き
っ
か
け
に
、
税
金
の
使
い

み
ち
に
つ
い
て
国
民
の
意
識
が
高
ま
り
、
も

し
軍
事
費
の
中
味
に
つ
い
て
も
論
議
さ
れ
る

レ
ベ
ル
に
達
す
れ
ば
、
日
本
の
民
主
主
義
も

．
 

依
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．
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2
比
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増
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t
予．
 
．
 

装
備
購
入

鳳
• • 

支
援
要
求
~

••••••• 
．
 

II~ 

．
 
．
 

て
住
専
問
題
と
立
て
続
け
に
「
官
]
の
腐
敗
が
＂

明
る
み
に
出
た
。
こ
れ
ら
の
事
件
の
病
巣
に
＂

は
、
官
僚
の
独
善
と
秘
密
主
義
、
天
下
り
に
よ
＂

る
業
界
と
の
痘
着
、
そ
し
て
指
導
力
を
発
揮
＂

．
 
．
 

す
る
ど
こ
ろ
か
官
僚
に
「
指
導
」
さ
れ
る
し
・

か
な
い
政
治
家
の
無
力
が
あ
る
。
日
本
で
軍
＂

事
費
が
た
だ
無
制
限
に
増
殖
す
る
の
も
、
こ
＂

．
 

の
日
本
的
体
質
が
根
底
に
あ
る
C

)

●

．
 
．
 

そ
の
へ
ん
の
事
情
を
説
明
す
る
た
め
に
、
•

日
本
の
軍
拡
が
誰
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
＂

る
か
、
指
揮
と
「
資
金
」
の
流
れ
を
図
解
し
＂

．
 

て
み
な
防
衛
庁
・
制
服
組
と
軍
需
産
業
の
、
＂

天
下
り
と
便
宜
供
与
に
よ
る
相
互
依
存
は
、
＂

．
 

他
の
省
庁
や
他
の
国
で
も
見
ら
れ
る
現
象
で

．
 ．
 

あ

る

。

・

．
 

た
だ
こ
の
業
界
で
は
、
「
防
衛
秘
密
」
と
い
＂

う
便
利
な
概
念
が
活
用
さ
れ
る
た
め
、
果
た
＂

．
 

し
て
そ
の
装
備
が
本
当
に
必
要
な
も
の
か
議
・

．
 

論
す
る
た
め
の
情
報
開
示
は
行
わ
れ
な
い
。
＂

他
の
省
庁
と
違
う
の
は
、
海
外
か
ら
の
強
＂

．
 

力
な
「
応
援
団
」
が
い
る
こ
と
だ
;
5

米
軍
は
単
．

に
日
本
の
「
防
衛
努
力
」
を
強
調
し
た
り
、
●

．
 
．
 

「
思
い
や
り
負
担
」
を
ね
だ
っ
た
り
す
る
だ
け
•

で
な
く
、
米
国
の
軍
需
産
業
の
た
め
に
特
定
＂

の
装
備
の
購
入
を
暗
に
迫
る
。
こ
の
フ
ロ
ー
＂

．
 
．
 

図
に
は
抑
制
要
因
は
な
い
c

唯
一
の
ス
ポ
ン
・

サ
ー
で
あ
る
国
民
が
資
金
の
流
れ
を
縮
小
し
＂
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．
 

大
き
く
前
進
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
・

で
米
軍
に
対
す
る
「
思
い
や
り
負
担
」
の
よ
う
＂

．
 

な
支
出
こ
そ
、
絶
対
駐
留
が
必
要
だ
と
主
張
・

．
 
．
 

す
る
人
た
ち
の
「
義
援
金
」
で
賄
え
ば
よ
い
と
・

い
う
ま
っ
と
う
な
意
見
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
＂

な
れ
ば
、
国
会
も
本
当
の
言
論
の
府
に
な
れ
＂

．
 

る

だ

ろ

う

。

◆

◆

・

．
 

◇
官
僚
主
導
、
米
国
指
導
、

政
治
不
在
の
軍
拡
構
造

日本国民（納税者）
ーシ•金の流れ
•-->命令・指示

日本の軍拡構造
指揮系統／金の流れ
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原子力譲
入瘍瘤報

(80) 

1996.2.21~3.20 
s＝原子力潜水艦（原潜）スタージョン級
L＝原子力潜水艦（原潜）ロサンゼルス級

．盪須置

● 3/19 14:04原潜コロンブス（L)入港。

横須賀小計（うち原潜） ：3(3; 

佐惟保

◆2/24 

◇2/26 

◆ 3/4 

◇ 3/10 

◆ 3/12 

◇ 3/14 

原潜ピンタド（L)入港。

原潜ピンタド（L)出港。

原潜ピンタド（L)入港。

原潜ピンタド（L)出港。

原潜プレマートン（L)入港。

原潜プレマートン（L)出港。

佐世保小計（うち原潜） ：4(4; 

事71トビ→ （沖縄・欝濡町）
◆2/24 09:00原潜アッシュビル（L)入港。

◇ 2-29 16:20原潜アッシュピル (L)出港。

切イトピ→小計（うち原潜） ：3(3) 
●1996.1.1から3.20までの各地の原子力艦
入港数： （ ）内は原潜

横須賀 3(3) 

佐世保 4(4) 

切イトビーチ 3(3) 

合計 10(10) 

14:14 

13:51 

15:47 

09:54 

15:48 

06:47 

●
こ
の
た
び
会
員
（
通
信
）
と
な
り
ま
し
た
。
最

近
我
が
家
に
届
く
平
和
運
動
関
係
の
会
報
や
案
内

が
と
み
に
多
く
、
ど
こ
で
住
所
を
知
っ
た
の
だ
ろ

う
と
い
う
よ
う
な
知
ら
な
い
団
体
か
ら
も
届
き
ま

す
。
寄
付
も
郵
便
代
も
払
わ
ず
申
し
訳
な
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
登

「朗読」（スライド・音楽付き）出前承りますデモ・テープ (35分）あります●山中悦子•••••• ••……·· •…·…………………………··: { 
i,..:：：覇読 「パパ・ママ・バイバイ」 ：／マ

：三←ーのこと g 
: ;) :g 
: -炉. 0 イ）冷ぺ王•:9
：西浦ちえみ ー．．：． ：•う ：品
：神奈川ネットワーク運動・市民ネット港北 •• • 9 ｀` よ,...P マビ ・入 ・轡

• 
• 
•‘マ＼，．、9. ；且

i ; ; ] ［ ： 1 [ ： ［忍9]>;:、;: ]~ : : 9 :〗』品i; 
：闘裔と写忍脅 な翠夏私、予甕よ盆ぉ饂甘ぇg篇骨言廷胃贔：詠
：霞合i菫只皐 言茫腐ぉ靡存嬰な腐杢函［翡身嬰そ闊9：直
：贔；霰亙l：安・ 菱稟［念秀：翌 1ぷ豆堡認〖 9 函：、涵涵摩舒
： ；； ［盈姜；ゞぷ ］、農倫枯；ミ広ぎ門讐麿さら‘了［詞且品［ ：五
•米年と聞イら とつじかうたと人知中みだって縄をしは ■草
●軍九そいバ早 考く思の行ちに々つ身てろて考の意て、●土

• •文
:、・化
■決人機しり こ書雄を，れあにこ中チいえはのナ態た機：社
•し々事を前山 とーさーイるつもとさン地るこ面ムと° ■刊： ；誓笠口足嬰 f贔：と危‘門な；裏倉扁森晶蒻贔悶喜：9 ： 
：閾ぷ元tttぢ な：は図乱讐！ミ言？ら雙庸奇靡貫贔在、ti悠：
：盆堪関；忍嬰• 歌選ご房召i中朗叫ぢ督畠葎畏区を呆隻屑：
・ろぃ いたは と出ら文と縄読中朗す地縄基たた軍しタ・
■ fっ歳去親、 ぉ国れ化考のしさ読るにに地。，几基いt: 
■ し事月っ子日 話会fを 文たん盗たっ次問そ位地被た・
•さ、がたの常 を議、云べ化経はをめいい題こ割が害本・
:‘でた米暮を 聞員性｛高に験以開にてでをで加べのtミ●
■怒もち軍ら当 く秘童平校触が前く山キ多考私害卜実ぅ：

•• ．．  
•• • く沖おほの治親 はの文なの本子で阻の にうたいり・
■ れ縄知しで的や今 圧蛇化が人土の取んこ眉国の°と‘•
• ‘出らいはな若回 倒味のら達の死り戸のさのだぁ、理・
： 交身せとな いの さ線独もの捨は沙雌事れ米ろの切不・

： 罹〖雙畠＜、悶貪門 房巖且了甕五賃誓傭勢令墨］~繋¢屡：
： 米 見し且さには●゜をとぬ、 rつれ疋公る地？ら私を・
■ てたてtっ吊の基 聞誇い歴ざってが正つにぁ何た忘・
• 婢ち女§の中地子 きりて史れらぃ＾なか対のがちれ：

： ぷ蛮孟竺農鼠扁亨 なf薪差算亙忍~召閲闘！玄事息謡五：
： ；門雷t雙ぶ嬰悶 危、讐閾塁盆需喜輩腐翡胃：麿以~乞：
• 。てやててる政母 私んのれ縄に親件を前は訓いけな ■
•• ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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録
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
も
あ
り
、
自
分
の
名

前
や
住
所
が
自
分
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
へ
流
れ
て

い
っ
て
い
る
よ
う
で
、
悪
用
さ
れ
は
し
な
い
か
と

多
少
心
配
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー

ス
に
限
っ
て
は
一

0
年
近
く
前
に
梅
林
さ
ん
が
登

録
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
郵
便
代
も
払
わ

ず
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
横
浜
市
／
小
林
ヒ
ロ
ミ
ツ
）

●
一
月
二
八
日
、
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
に
核
実
験
抗

議
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル
の
一
員
と

し
て
行
い
ま
し
た
。
今
年
も
反
戦
・
反
基
地
闘
争

を
平
和
行
動
と
し
て
取
組
み
ま
す
。
貴
団
体
の
ご

健
闘
を
祈
念
し
ま
す
。
（
千
葉
市
／
秋
富
不
二
男
）

●
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
っ
て
何
だ
い
な
？
「
平
和
を

つ
か
む
」
と
言
う
こ
と
か
い
な
？
ヤ
レ
ヤ
レ
、
七

七
歳
の
老
婆
に
は
ど
う
も
腹
の
中
に
落
ち
着
か
ん

わ
い
。
「
月
刊
」
と
記
し
て
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り

も
、
「
憲
法
九
条
の
会
」
と
言
う
肩
書
き
に
し
て
く

れ
ん
か
い
な
。
（
鳥
取
県
／
前
田
藤
子
）

●
今
次
沖
縄
の
問
題
は
、
無
条
件
降
伏
の
日
本
の

立
場
が
多
少
修
正
さ
れ
た
ま
ま
の
講
和
条
約
に
基

づ
き
、
不
公
平
な
日
米
安
保
条
約
が
締
結
さ
れ
た

結
果
で
あ
っ
て
、
日
米
の
安
全
保
障
が
必
ず
し
も

一
致
し
て
い
る
わ
け
で
な
い
。
人
権
、
環
境
、
平

和
を
基
調
と
し
た
新
し
い
日
米
対
等
の
安
保
で
な

け
れ
ば
、
地
球
・
人
類
の
将
来
は
絶
望
で
は
な
い

か
。
さ
も
な
け
れ
ば
無
為
に
し
て
自
然
の
成
り
行

き
に
ま
か
せ
る
ほ
う
が
ま
だ
ま
し
で
あ
る
。

（
横
浜
市
／
自
暴
自
棄
生
）

●
ど
う
し
て
ア
メ
リ
カ
は
広
い
の
に
、
狭
い
日
本

に
横
須
賀
、
岩
国
、
佐
世
保
、
沖
縄
と
米
軍
基
地

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
日
本
は
無
軍
備
平
和
主
義

で
す
。
米
軍
は
い
ら
な
い
！
米
軍
基
地
は
広
い
ア

メ
リ
カ
に
つ
く
れ
ば
良
い
。
（
逗
子
市
／
k
）

●
陸
上
自
衛
隊
第
一
師
団
（
練
馬
）
は
東
京
都
と

特
別
区
（
二
三
区
中
九
区
）
の
要
請
で
、
災
害
用

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
離
発
着
訓
練
を
行
っ
た
。
（
二
月
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会計報告
(96.2.21~96.3.22) 

［収入］
〇前月からの繰越し

0今月の収入

会費収入

（内訳）

486,217 

42,000 

維持団体

維持個人

参加団体

参加個人

通信会員

カンパ収入

預金利子

資料収入

運動収入（l¥がキ収益）

［支出］
●今月の支出 252.523 

事務所代 (3月分） 40,000 

水道光熱費 3,182 

電話FAX費（2月分） 4,346 

郵送費 43,352 

文具・備品 。
印刷・コピー代 155,117 

郵便振替等手数料 660 

雑費 5,866 

●次月への繰越し 275,694 

＊平和資料協同組合（準）の資料収入は別会計としま

す。

＊行動費は行動プロジェクト毎の独立採算となってい

るため、それにあてはまらない収支のみがこの欄に計

上されます。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

，

．

 

0

0

6

4

2

 

4

1

2

 

ニ
ニ
、
三
日
）
阪
神
大
震
災
後
、
予
定
し
て
い
た

学
校
が
全
て
避
難
所
に
な
っ
た
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
区
庁
舎
の
屋
上
な
ど
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
変
更

し
た
た
め
、
実
地
調
査
が
必
要
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
。
新
宿
区
は
今
回
は
ず
れ
て
い
た
が
、
こ

の
こ
と
を
問
題
に
し
た
区
は
な
か
っ
た
。
災
害
派

遣
の
名
の
下
に
自
衛
隊
が
大
手
を
振
っ
て
歩
く
こ

と
は
悲
し
い
こ
と
だ
。
（
新
宿
／
川
村
一
之
）

●
核
兵
器
問
題
の
一
環
と
し
て
の
軍
事
基
地
の
不

当
性
の
象
徴
と
し
て
、
沖
縄
問
題
が
当
面
の
重
要

課
題
で
す
。
フ
ィ
リ
ビ
ン
に
負
け
な
い
よ
う
に
、

日
本
も
、
米
軍
基
地
追
放
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
「
核
実
験
モ
ニ
タ
ー
」
と
「
キ
ャ
ッ
チ

ピ
ー
ス
」
二
面
作
戦
で
多
忙
と
思
い
ま
す
が
、
頑

張

っ

て

下

さ

い

。

（

所

沢

市

／

T
）

編
集
室
か
ら

●
衆
議
院
解
散
総
選
挙
の
ウ
ワ
サ
も
チ
ラ
ホ

ラ
。
私
の
所
で
も
出
馬
予
定
者
が
出
そ
ろ
っ
た
。

大
変
、
女
性
候
補
者
が
い
な
い
ー
・
北
京
の
女
性

会
議
で
「
政
策
決
定
の
場
に
沢
山
の
女
性
を
」
が

決
ま
っ
た
の
に
。
女
性
の
権
利
、
人
権
が
保
障
さ

れ
る
社
会
を
作
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
人
々
に

と
っ
て
人
間
的
で
民
主
的
な
社
会
を
つ
く
る
こ
と
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に
な
る
の
で
す
。
こ
う
な
っ
た
ら
私
が
出
ま
す
。

え
っ
、
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
が
出
な
く
な
る
？
そ
う

で

し

た

。

出

馬

断

念

。

（

や

）

●
そ
う
だ
そ
う
だ
。
安
保
だ
基
地
だ
思
い
や
り

だ
住
専
だ
。
ろ
く
で
な
し
の
国
会
の
オ
ヤ
ジ
た
ち

に
一
泡
吹
か
せ
て
く
れ
い
。
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
が

出
な
く
な
っ
て
困
る
な
ど
と
リ
ョ
ウ
ケ
ン
の
狭
い

こ
と
は
わ
た
し
ゃ
申
し
ま
せ
ん
。
あ
、
こ
の
対
話

本
気
に
し
な
い
よ
う
に
。
と
こ
ろ
で
業
務
連
絡
。

（
ま
）
さ
ん
は
目
下
多
摩
川
の
川
原
で
ラ
ッ
パ
を

く
わ
え
て
カ
ン
ケ
ツ
中
と
思
わ
れ
ま
す
。
（
た
）

[
会
計
か
ら
]
誰
か
出
る
だ
け
入
る
魔
法
の
お
財

布
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
い
。
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